
lBl3 技術予 韻 U 「デルフアイーシナリオ 法 」の横言正 

一事例ファクシミリ :20 数年前の予測結果を 顧みて 一 

0 亀岡秋男 ( 科学技術と経済の 会 ), 森川手 裕 ，佐田 豊 ( 東芝 ) 

はじめに ルファイ予測の 優れた点は方法が 簡単なことであ る 

将来をど う 読むか、 最近特に社会や 技術の将来手 が 、 これを実践的な 戦略計画に具体的にど う 利用し 

測 ( フ オ ー サイト ) が重視され、 科学技術庁でも 21  ていくか、 その方法が求められている。 技術予測計 

世紀に向け技術予測の 新しい展開を 指向している。 画 プロセスの主な 流れは、 図 1 の通りであ る。 まず 

筆者らは、 20 数年前、 1970 年代後半に、 デルファイ 「対象」および「関連事項」に 対する「現状分析」 

予測をもとにして 発展シナリオを 描くと う いう方法 (Stepl) を行な う 。 次にその結果から 対象に関する 

で、 小型ファクシミリの 長期予測とその 普及促進の 「予測項目を 抽出」 (Step2) し、 「デルファイ 予測」 

戦略開発を行ったこことがあ る [1 コ 。 そこで、 ファク (Step3) を行なってニーズ / タイムチヤートを 作成 

シミりの発展普及の 経緯を振り返り、 現実と予測結 する。 一方、 KJ 法などにより「形態分類」 (Step4) 

果を比較しながら、 「デルファイ ー シナリオ 法 」の 持 を行ない、 ニーズのカテゴリー 化をする。 次に 、 カ 

徴や活用の可能性について 方法論の観点から 再検討 テゴリ一分類表を 用いてニーズのタイム・チャート 

を行ってみたい。 を見直し、 問題点の分析・ 対応策の検討、 環境分析等 

    「デルファイ ー シナリオ 法 」の概要 
を 総合的に行ない、 「発展シナリオを 作成」 (Step5) 

予測は計画に 生かされてはじめて 意味があ る。 デ 
し、 各カテゴリー 毎に発展段階図を 作成する。 さら 

に 、 「普及促進シナリオを 作成」 (Step6) する。 さら 
図 1. デルファイ ー シナリオ法の 作業手 頂 に 視点を拡大し、 社会・経済・ 環境から業界・ 推進主体 

St 印 ]  対 象 分 折 
の位置づけ等を 含めた総合的な 検討をて、 「総合 重 

点 戦略」 (step7) を立案する。 これら戦略にもとづ 

いて「企業としての 戦術・研究所としての 戦術に順次 

Ste ロ 2  千別項目の抽出 ブレーク・ ダ クン」 (Step8) する。 

5( 印 4  形 ぜ分類 11.  「デルファイ ー シナリオ 法 」の実践事例 

この実践 側 では、 以上のようなプロセスにしたが 
S(eP 3  デルファイ千川 

って「小形のファクシミリはどのような 発展をする 

のか、 その発展を促進するにはど う すれはよいのか」   
  ほ ついての予測と 戦略提案を行なった。 以下、 当時 

          発展 ( 発展段階 / ナリオ作成 図 )         の 作業を各 Step ごとに説明する。   
    
  

stepl: 対象分析 
Step@ 6 笹及 促進 / ナ 

リ オ作成 予測の対象や 目的によって 調査の範囲や 分析の深 

さも異なるが、 この事例ではファクシミリに 関して、 

ste 仲   総合五点 我略 
①関連技術動向分析 と 各要素技術の 将来動向予測、 

  

②ファクシミリの 市場予測とそれに 影響をを与える 

  種々の要因分析を 行なった。 たとえばファクシミリ 
  接帝課 頼へのフ レーククラン 

  に 関連するメディアの 分類などであ る。 
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    普 及 時 期     

step2: 予測項目の抽出 
次は、 Step3 の予測結果と Step4 のカテゴリ一分 

デルファイ調査の 予測項目として、 小形のファク 
類表 との統合の場で、 これにはシナリオ 法が便利で 

シミりがより 広範に普及する 為に役立ち、 かつ将来 
あ る。 各カテゴリー 毎に、 ニーズⅠタイム・ チ ヤート 

において広く 利用されると 考えられるサービス 項目 
におけるサービス 項目を相互に 関連づけながらスト 

(49 項目 ) を抽出した。 その内容、 推進ファクター、 
一 リーを作り、 発展シナリオとして 記述する。 デル 

利用者、 競合メディアなどを 明らかにした。 
ファイ結果は 単項目予測であ り、 クロス・インバク ト 

を 十分考慮していないので 必要に応じシナリオに 合 
step3: デルファイ予測 

わせ、 一般性を失わない 範囲で順序を 組みかえるこ 
これらの予測項目 (49) について、 そのニーズの 度 とも必要であ る。 図 3 には 各 カテゴリ一別の 発展の 

合 と普及時期 ( 普及の早さ ) をアンケート 調査した 結 流れを示し、 そのシナリオを 予測当時 ( 昭和 52 年 、 

栗をニーズⅠタイム・チャートとして 図 2 に示す。 な 1977 年 ) のまま以下に 転載する。 

お 、 調査対象者は Stepl の 分析結果を十分理解して 
いるファクシミリ 関係者 10 名を選び、 評価は 0-5 の 4  (1) 発展、 シラ " リオリ 1: ビジネス・コミュニケーション 

段階で記入した。 
昭和 52 年 (1977 年 ) 当時のシナリオでは「現在、 フ 

ア ナ クさ りの利用の殆どがビジネ 、 ス ・コミュニケー 

Step4: 形態分類 ( カテゴリ一分類表 ) ションを目的とするもので、 しかも事業所用高速 業 
一方、 サービス項目を KJ 法を用いて統合し、 4  務 通信が中心であ る。 この分野は今後 2 つの方向へ 

つ め カテゴリーと 13 の中頃 目 とに分類した。 この分 
発展する。 一つは事業所内の 端末の分散化であ り、 

類 作業を通して 小形ファクシミリによるサービスは、 部課単位への 端末の配置に、 さらに装置の 小形化に 

①ビジネ 、 ス 用途 か 生活用途 か、 ②コミュニケーショ ともなって個人化が 促進される。 このように利用 土 

ン 用途 か 情報サービス 用途 か、 02 つの視点で把握 体の単位が小さくなるに つ れて、 安価で小形のファ 

するのが適切であ ることを発見した " クシミりへのニーズが 高まり、 この普及促進が 将来 

step5: 発展シナリオ 作成 ( 発展段階 図 ) の家庭への普及にもつながるものと 思われる。 
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図 3. フ アクシミリの 発展段階 図 ぃ サービスが要求され・、 ファクシミ 

個人化 リの 速報性、 記録性を生かした サ一 
@@ 叶う @@   

  ビスを開始し、 企業の各担当専門部 
        課間 全集 内 個人 

  葉務 通信 問業務通信 明 及ひ 経営者等は人会と 同時に フ 
    
  
  轄可 ; 昂 n  t ヒ 

⑦⑤ ァ クシミ リ 導入の意志決定をする 
    高速業務通信       

    
ことになろ う 。 この種のビジネ 、 ス情 

  
  
  

報 ニーズは低成長経済下の 競争激 
    系列企案 問業務通信                                                               化 、 戦略経営の重視を 背景に将来ま 

⑪② 可憶萩花 ①②③ 
すます高まりを 見せるであ ろ       

  
  会員速報 業務 用 

第二のフェーズは 企業内個人を 
  専門構 報 一般情報 

サービス サービス 対象とする業務用一般情報サービ   
      
  ⑱⑪ ①⑩ ス であ る。 これは、 日 常 のビジ不ス 
  
  
  

  活動を効率よくやるための 情報 サ 
  FAK@ CM 

&@ DM 一 ビスで、 たとえば、 自分の専門 周 

⑭⑮ 辺 り ノウハウ情報などで、 いわば ビ   

    実利志向 生活創造 系 生活基盤系 、 ジネ、 ス 百科的情報サービスであ る。 
  "" 。 " 。 "  情 " 。 " 。 "  情報 サ " 。 " 

  これらの情報サービスは、 安価で 
  ⑥ の ⑧⑪⑧ ⑪⑫ 
  
  

  小形のファクンミりの 普及と相互 
  

教育情報 

  
サービス に 補完する形で 進展する。 また、 企 

        「 AX 業 あ てのダイレクトメール (D 斤 ecL 

lf@a+t--t@t 域 ( 公衆 ⑬ ) 
レ / ヤ 一信 報 

Mail) も 部課 あ るいは個人用のファ 

  サービス クシミりの普及とともに 現われる」 
    ⑭⑲   三店通信 
    コミ ユニテノ 

という予測であ る。 
  
  情報ンステム 

  ( 兵ま キ ・Ⅰ・ ヒ ヵ封セ ) 画像サービス ㈲ ノ (3) 発展シナリオ リ 3: 生活 情 
  
  ⑪ ・ 一 との % 台 
  

報 サービス 
      

(1 980) (1 985@ ) (1 990) また、 「家庭への導入の 第 - 歩は、 

実利志向の情報サービスによって 

第二の方向は 系列化の流れで、 主として流通業界 促進される。 この多くはビジネス 情報サービスの 延 

において物の 流れと並行した 系列企業間での 業務 通 長上にあ る。 たとえば株式市況情報がその 代表で、 

信 が発達する。 この傾向は将来さらに 小さな事業所 ビジネ 、 ス 情報として専門家に 提供されているものを 

へと発展し工場から 下請業者へ、 営業所から小売 チ やさしく編集した 形となろ う 。 同類の各種マネービ   

エーン 店へと波及し、 一般の卸 - 小売店を結ぶ 総合フ ル情報が、 小売店主や自営業者など 業務目的ですで 

ァ クシミ リ ・ ネ、 ット へと発展する。 小売店への普及は に小形のファクシミリを 導入している 顧客に提供さ 

家庭への普及の 第一歩となろ う 」と予測している。 れる。 ギャンブル情報のサービスも 最初はこれらの 

(2) 発展シナリオ リ 2 : ビジネス情報サービス 層から始められよ う " 

また、 ビジ 不ス 情報については、 「現在 (1977 年 当 ファクシミリが 小売・自営業者および L 流 階級に 

時 ) 、 企業の調査、 企画、 PR 、 経営本部、 情報セン 導入され、 かっ公衆℡ X が普及するに つ れて、 レジャ 

タ 一などは外部の 会員制情報センターより 各種の ビ 一や教養といった 生活創造系の 情報サービスが 開始 

ジネス情報を 入手している。 情報センターは 質の高 され、 本格的な家庭への 普及が始まる " この時期か 
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ら 一般向けの FAX-CM が登場し、 個別的 て 双方向 

  性の " ニュー・マスコミ " としての役割を 担う。 これに 

ともなって、 サービスは急速に 多様化し、 充実され、 

普及率も高まり、 生活基盤系の 日常生活情報サービ 

ス へと発展する。 一方、 学習塾を補完する 型で、 比 

較的早い時期に 教育情報サービスが 開始され、 ファ 

クシミリ普及の ト リガになることも 考えられる。 な 

お、 これら家庭への 端末導入に先行して、 公衆 FA 

X が各地に配置され、 この利用体験によって 普及が 

促進される。 」 としている。 

(4) 発展シナリオ リ 4 : 生活コミュニケーション 

この分野では、 「コミュニテイー・コミュニケーシ 

ョンの主役は 当分、 電話の時代が 続く。 ただし、 電 

話を補完するものとして、 ①留守時の伝言、 ②学校 

や 自治体、 公共機関への 問い合わせ、 ③地域・町内会 

等の緊急連絡、 ④小売店への 日用品の注文にはファ 

クシミリが使われよう。 一方では、 電話に対する 考 

え方が徐々に 変化し、 " いきなり話で 相手を呼び出す 

のは失礼であ びという考え 方が出てくる。 ファク 

シミリで可能な 用件はファクシミリで 済ませたり、 

まずファクシミリで 都合を聞いてから、 話に入るケ 

ースも多くなろ う 。 主婦の " 電話井戸端会議 " 的な 

情報通信には 不向きであ るが、 子供や学生には 宿題 

の相談や気軽な 文章による対話メディアとして 利用 

される可能性もあ る。 」 という。 

①社内ファクシミリ・システムの 開発尊人 

大中企業の業務通信の 多くは同一企業内あ るい 

は同一事業所内の 通信であ る。 これには現在、 電 

話・社内郵便・ 面談などの通信形態があ るが、 これ 

らだけては不十分になってきている。 こうした在 

来メディアの 欠点を補 う ものとしてニーズにマッ 

チした形で開発する 必要があ る。 これらは導入へ 

の意志決定も 早く、 しかも比較的少ない 端末でも 

メリットが出しやすい。 

②企業内個人向け 情報サ ーヒ スの充実 

上記社内ファクシミリがあ る一定の数に 達する 

時期に、 これら端末を 相手とした情報サービスが 

新たな価値を 得る。 これにより市場はさらに 拡大 

されると同時に、 回線利用率が 増大する。 

③情報処理サービスの 充実 

これは企業の 内部あ るいは外部のコンピュータ 

との連動により、 定形的な業務を 代行するシステ 

ムであ る。 一例としては 会議予約に関する 一連の 

事務処理などが 考えられる。 

④ 卸 - 小売 / 自営業者への 導入促進 

現在、 各企業は系列化を 積極的に進めており、 

この政策の一環としてファクシミリを 組み込むの 

も一つの方法であ る。 しかし、 これには限度があ 

り 、 一般には複数の 卸売から仕入れる 小売店の方 

が多い。 そこで、 卸売 - 小売店を統合化した 総合 ネ、 

ッ トワーク作りが 大切となる。 
step6 : 普及促進シナリオ 作成 ⑤小売 / 自営業者向け 情報サービスの 充実 

先の発展シナリオでは、 出来るだけデルファイ 予 業務用の情報サービスとして、 たとえば商品 情 

測の結果を重視して 客観性を失わないよう 配慮し 、 報やその使 い 方に関する情報などを、 店主だけで 

自然な発展形態を 描くよ う にした。 しかし、 この普 なく、 顧客に対して 提供するような 情報サービス 
及 促進シナリオは、 多分に戦略的な 要素を含めたも も大切であ る。 同時に小売店 / 自営業者の多くは 

のとなる。 ここでは、 ビジネス用および 家庭用に分 職場と家庭が 一体となっており、 情報ソースさえ 
けて、 1977 年 当時考えた戦略的普及促進策をそのま 用意すれは比較的早く 生活情報サービスを 利用す 

ま 記載する。 
る 母体が作れる。 これが本格的な 家庭用のファク 

(1) ビジネス用ファクシミリの 普及促進シナリオ シミ リ 導入への第一歩となる。 

ビジネ 、 ス用 ファクシミリは、 家庭用に先行して、 (2) 家庭用フアクシミリの 普及促進シナリオ 

戦略的に普及させることが 装置および通信情報 サ一 生活基盤系や 教育情報サービス 等、 興味あ る使 い 
ビス・コストを 下げると同時に 情報内容を充実させ 方はあ るが、 い づれをとってもそれ 一つでファク シ 

ることになり、 家庭導入の第一段階としても 重要で さ り購入の動機につながるものはない。 そこで、 強 

あ る。 以下その具体的な 促進策について 述べる。 
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力な 普及促進策が 必要であ る。 

①各種サービスの 統合による総合価値の 縞 成 

・ファクシミリ 利用ノウハウ (Know-How) をまと 

めて出版する。 

総合情報センタ 一の設立、 メニュ一の総和が、 利 

用者の価値基準から 見て閾値 (Threshold) を越え 

ていなければならない。 主人を始め家庭の 構成各 

層にフィット した サービスをそろえる 必要があ 

る 。 また、 情報生産者・スポンサー・ 利用者 ( 会員 ). 

キャリヤーをまとめた 強力な運営組織が 必要と 

される。 

②コマーシャリズムの 参画 

現在の Tv やテレホンサービスのように 情報 

と 引き替えに CM を送り込む形態とする。 

③情報科課金制度・ 方式の確立 

ファクシミリの 健全な発展のためにも、 ②のみ 

でなく適度の " 情報料 " を利用者が負担する 課金 

制度，方法が 必要であ る。 また、 そのためのハー 

ドウェアの整備も 必要となろ う 。 

Step7: 総合重点戦略 

以上、 種々の観点から 市場の開拓について 述べた。 

これらの中から、 社会・経済・ 環境を始め業界・ 推進主 

体の位置づけ 等を総合的に 考慮して、 特に重要と思 

われる戦略課題をあ げる。 小形のファクシミリにつ 

いては下記の 6 項目をあ げて、 さらに具体的なに 検 

討を加えた。 

の総合情報センタ 一の設立 

②事業所 FAX の普及促進 

③小売店 / 自営業者フアックス・ ネ、 ット 化の促進 

④公衆 FAX の積極的配備 

⑤コミュニテイー FAX の普及 

⑥端末のコストタウン・ 機能アップとセンター 側 

の通信・情報処理機能アップ 

④情報サービスの 利用体験の促進 Step8: 戦術課題へのプレークダウン 

家庭に導入するまでに、 どこかで使って 便利 t これらの総合戦略をふまえて、 また企業，事業・ 製 

を体験することが 大切であ る。 そのために、 ぷ口 ごとの固有の 状況をふまえて 戦術を決めて 行く。 

・公衆電話にファクシミリを 入れ、 大衆の日に この部分の具体例は 一般性を欠くの て 、 本報告では 

ふれるようにする。 省略する。 以上、 事例にもとづき 予測から計画まで 

  レストラン、 喫茶店などの " ほっと一息でき の プロセスを 8 段階にまとめた。 手順の一つとして 

る 時空間 " に 設置する 参考に供したい。 

・小売店にセットして、 商売関連の情報サービ   以上の戦略的な 推進を行 うと 仮定して、 将来どの 

スを 顧客にも提供する。 程度の普及が 期待できるか、 関連の深 い 情報通信メ 

などの方法があ ろう。 ディア と 対比しながら 予測した普及曲線を 図 4 に 示 

⑤業務用から 生活利用への 転換 ( 場所的 
す 。 この予測は、 電電公社の電気通信委員会画像通 

リンケージの 利用 ) 信 部会で報告したものであ る [2L 。 当時、 電電公社は 

小売店・自営業者など 業務作業場と 家庭が同じ 電話の普及が 一巡し、 架設の積 滞が 解消され、 次の 

ところへ家庭への 情報サ ーピス を促進する " 新しい通信サービスを 始めようと、 家庭向けのファ 

⑥付加機能の 強化 クシミ リ 事業の新規開拓を 考えていた。 北原副総裁 

コピ 一機能、 ゲーム機能、 Tv インターフェイ 以下、 技術陣も非常に 意欲を燃やしていた。 家庭 フ 

ス 機能などを付加する。 アックスと 称し、 目標価格を 10 万円に設定して、 ハ 

⑦ フ アクシミりのあ る新生活運動 Wew Life 一ド 技術の開発ならびに 普及促進の施策を 企業も協 

Style) キャンペーン と ソフトの充実 力して考えていた。 

情報に価値を 見出し、 自主的に利活用する 創造 TTT. フ アクシミリの 発展経過と予測の 比較 

的 行動派の pR とソフトウェアの 充実を行う。 ここ 20 数年の間に、 ファクシミリは 長足の進歩を 

・ファクシミリ 文化センターを 設立し、 ソフト 遂げた。 今年 (1999 年 ) の日本でのファクシミリは 、 

ウェア研究および 情報サービスを 提供する。 経済企画庁の「消費動向調査」によると 世帯普及率 
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が 26.4 % に達している。 昨年より 図 4. 小型ファクシミリの 普及予測 
( 昭和成 年 3 月発表 ) 

2.4% も増え、 普及率は急速に 伸びてい 20% 

る 。 今年の全国世帯数は 4450 万世帯 と 

カラー TV ( 実荻 ) 

@1@800 

    
  
    1¥ 形の   

推定される。 さて、 20 年前 ( 昭和 54   ( 千列 ) 

1600   

年 7 月 ) のこの予測では 図 4 から読み 
  
  
  

とると、 小型の フ アクシミりの 普及 台   
  

Ⅰ 400     
数は今年 (1999 年 ) で約 1,520 万台と予   

  

測 されている。 家庭以外の個人経営の 
  

    
1 200 

事務所や店舗、 小売商店、 各種の作業 
VTR ( 予測 ) 

） Ⅱ @ けけけ   

現場など全国の 事業所数は 650 万 ( 平 
1 091 

  

成 8 年 ) であ り、 低く見てく見て、 60%  ,00o   

まで普及しているとすると 390 万台が 

目 

ヵロわり /J 、 型 ファクシミ リの 普及総数 800   
  

は l,hf6b 万台と想定され、 先の予測ィ - 直   

に 近くなる。 も う 少し正確な統計を 調 600 
  

べる必要があ るが、 かなりの精度で 当 

たっているといえるのではないだ る 400 

-  つ ； ) 。 一 
また、 発展シナリオについてはど う 200   一 

だろう。 当初はホームファックスとか 
  

家庭ファックスと 呼ばれ、 家庭間通信   
  10 1@ 5 20 年 

を 強く意識したコンセプトであ った 

が 、 この予測シナリオの 特色は家庭から 家庭への秋 ク ス があ り、 欧米ではこれが 発展すると見ていた「 

方向の フ アクシミ リ 通信より、 ビジネス ( 情報サービ 日本は手書きのハンデイーを 克服しようとファク シ 

ス ) 拠点から家庭への - 方向通信、 さらに家庭と ビジ さ りに力を入れた 面もあ り意外な展開に 驚いた。 

ネ、 ス 拠点、 との双方向通信が 先に発展するとした 点で、 おわりに 

その促進を提案したものであ った。 実際の発展過程 以上、 「デルファイ ー シナリオ 法 」について、 小型 

および現在の 使用状況から 見て妥当な予測と 促進策 ファクシミリを 対象とする実施例からその 実用性を 

であ ったいえよう。 これは昨今、 ネ、 ッ トワークの 外 検討した。 デルファイ法の 簡便性とその 結果を シナ 

部性 として認識されているように 相手がファクシミ リオ の中核要素に 入れて、 相互関連を読みながら 関 

リを 持っていないと 役目を果たせない 事がこの例 か 係性を シナリオに描いて 行くこの手法は、 方法論的 

らもよく理解できる。 やはり、 RtoR から BtoC そ にも実践的で 有効な方法であ るといえる。 

して CtoC の順であ る " 
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